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概要：全方位映像を用いる遠隔プレゼンテーションには，発表者は聴衆がどこから見ているかを把握し，聴衆は発
表者をあらゆる方向から見るための環境を必要とする．本研究では，聴衆が発表者と発表する対象物をどこからで

も容易に見ることができ，発表者が聴衆の位置を把握することができ，発表者・聴衆が共に全方向のコミュニケー
ションを可能にする効果的なプレゼンテーションシステムを提案する．システムは，全方位プレゼンテーション機
能，中継機能，全方位視聴機能の 3つから構成される．本稿では，全方位から発表者の映像を視聴可能，かつ，発表

者側の複数の映像を容易に切り替えることができる全方位視聴機能について述べる．プロトタイプシステムを用い
た評価実験では，発表者側のカメラ数が 4台の場合における，発表者とのコミュニケーションの向上，発表者と発表
する対象物の位置を把握し易さ，発表者をあらゆる方向から見易くなることを示した． 
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1．はじめに 
 今日では手軽にテレビ会議システムやビデオ会議シス

テム等を利用することができるようになった[1]．会議に

おいて利用する資料を会議参加者と共有することができ

る機能も実現されている．また，物理的に存在する対象

物を通信者同士で共有したい場合は，撮影したい対象物

にカメラを向けることで共有することができる．さらに，

物理的に存在する対象物をあらゆる方向から見ることが

できる全方位の遠隔プレゼンテーションを行うことも可

能である．しかし，その中で，特に制作物の発表におい

ては，発表者は聴衆がどこから見ているか把握すること

が困難である．例えば発表者が発表する対象物の左側面

について説明している場合に，聴衆が発表する対象物の

左側面を見ているか把握することができず，本来の発表

者と聴衆が互いに同じ環境にいるプレゼンテーションと

は違いが生まれる可能性が考えられる．他の問題として，

聴衆は制作物をあらゆる方向から見るための環境を整え

ることが困難である．また，遠隔のスポーツの指導[2]で

は，指導を受ける人は，指導者をあらゆる方向から見る

ことが困難である．既存のテレビ会議システムを利用す

ると発表者の映像は 1 方向からしか見えない場合や，複

数の方向から指導を受ける人が見ることができるように

するために，複数台のカメラや PC を用意する必要がある．

指導者側でも，指導を受ける人がどの位置から見ている

か把握することが困難である．現状のシステムでは，指

導者の複数方向の映像がある場合に，指導を受ける人が

どの方向から指導者の映像を見ているか把握できず，指

導者が見て欲しい方向の映像を，指導を受ける人に視聴

されているか把握することができない． 

 

 

 

 

 このような問題に対し効果的な全方位遠隔プレゼンテ

ーションシステムが期待されている．そこで本研究では，

聴衆が発表者と発表する対象物をどこからでも容易に見

ることができ，発表者が聴衆の位置を把握することがで

き，発表者・聴衆が共に全方向のコミュニケーションを

可能にする効果的なプレゼンテーションシステムを提案

する．提案するシステムは，プレゼンテーション機能と

中継側の中継機能と聴衆側の全方位視聴機能の 3 つの機

能で構成される．全方位プレゼンテーション機能では，

聴衆の位置を把握しながらプレゼンテーションを行うこ

とができる．中継機能では，発表者側の映像や聴衆側の

映像を必要に応じてミキシングや画像処理を行うことが

できる．全方位視聴機能では，発表者の映像を全方位か

ら視聴可能，かつ，発表者側の複数の映像を容易に切り

替えることができる．本稿では，3つの機能の中で，全方

位視聴機能について述べる． 

 以下，2 章では既存研究/既存技術について述べる．3

章では，提案するシステムの概要や構成，4章では，提案

手法について述べる．5章では，プロトタイプシステムの

実装について述べ，6章ではその評価実験の結果を示し，

7章では本論文をまとめる． 

 

2．既存研究/既存技術 
 以前より，全方位の映像通信を行うシステムが提案さ

れている．文献[3]では，没入型ディスプレイとその中に

配置されたカメラを用い，切り取った利用者の映像を切

り替えながら共有することで，高臨場感のコミュニケー

ションを可能にした．しかし，通信者が増えるごとに共

有没入空間を用意する必要があり，複数人での通信は手

間や費用がかかる．また，没入型ディスプレイと多数の

カメラを用意する必要があり，通信者が移動を伴い相手

と通信する場合の利用は想定していない． 

 近年の全方位の映像通信を行うシステムとして文献[4]
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では，通信者はスマートグラスをかけ，全方位をカメラ

で囲まれた環境を用意し全方位映像を用いたシステムで

互いをあらゆる方向から見ることを可能にした．しかし，

文献[3]と同様に通信者が増えるごとに全方位でカメラに

囲まれた環境を用意する必要がある．通信するためには

多くの手間がかかる．また，環境ごと移動しながら全方

位の映像通信をすることは困難である．他に，スマート

グラスを装着することによる動作を伴う場合や，顔が隠

れてしまうことを避けたい場合は違和感を覚える可能性

がある． 

 上記の問題に対して，容易に全方位の映像通信を行え

る環境を整えることができ，通信者が移動を伴うことも

考慮し，発表者がスマートグラスを装着せずに通信でき

るシステムが必要であると考えられる． 

 

3．システム概要 
 関連研究を踏まえ，この章では提案する全方位遠隔プ

レゼンテーションシステムの概要について述べる．提案

システムはプレゼンテーション機能と中継側の中継機能

と聴衆側の全方位視聴機能の 3 つの機能で構成される．

全方位プレゼンテーション機能では，聴衆の位置を把握

しながらプレゼンテーションを行うために，発表者の周

囲には聴衆を表示するための複数のスクリーンを用意し，

複数のビデオカメラで発表者を囲み撮影し発表者の映像

を送信する．中継機能では，発表者側と聴衆側の映像を

管理するために，発表者側から受信した映像と聴衆側か

ら受信した映像のミキシング処理や画像処理を行い，適

切に発表者側と聴衆側に映像をストリーミングする．全

方位視聴機能では，発表者の映像を全方位から視聴可能，

かつ，発表者側の複数の映像を容易に切り替えるために，

聴衆はスマートグラスを装着する，また，聴衆は全天球

カメラを囲むようにして位置し，スマートグラスで全天

球カメラを認識すると，全天球カメラの位置に発表者を

投影する． 

 これらの 3 つの機能で，下記の A)〜D)を考慮した全方

位映像通信を実現する． 

A) 発表者と聴取が互いの位置を把握  

B) 発表者と聴衆が 1対 N  

C) 聴衆が移動を伴う場合  

D) 発表者がスマートグラスを装着することが困難な場合

  

 A)の全方位映像通信では，発表者と聴取が互いの位置

を把握することができるため，実際に発表者と聴衆が同

会場にいるかのような体験を提供することができると考

えている．発表者が聴衆の位置を把握することは，発表

者が発表する対象物について聴衆がどのあたりに興味を

持っているのかを把握することができる．さらに，聴衆

を説明したい方向へと移動するように発表者が促すこと

ができる．他に，聴衆が発表者の位置を把握することは，

発表者が発表する対象物のどこについて発表しているか

を理解しやすくなる． 

 B)の全方位映像通信では，聴衆が複数になる場合にお

いては聴衆が容易にプレゼンテーションを視聴できると

考えている．既存技術を用いて，発表者と聴取が互いの

位置を把握しながら通信するためには，発表者と聴衆の

両方が没入型ディスプレイと多数のカメラや，スマート

グラスと多数のカメラを用意する必要ある．これをより

簡単に実現するために，聴衆では全天球カメラとスマー

トグラスのみを利用する．これにより，容易に発表者の

映像を視聴できると考えている． 

 C)の全方位映像通信では，例えば聴衆が新幹線や車の

中におり移動を伴う場合でも全方位の映像通信が可能に

なると考えている．提案システムでは，聴衆は，全天球

カメラとスマートグラスを用意しインターネットを利用

できる環境があれば全方位の映像通信をすることができ

るようになる． 

 D)の全方位映像通信では，発表者がスマートグラスを

装着することによる問題を解決できると考えている．例

えば発表者が遠隔のスポーツの指導を行う場合は，指導

者が実際の動きを，指導を受ける側に見せることが考え

られる．もしも発表者がスマートグラスを装着している

場合だと激しい動作をする場合にスマートグラスがズレ

たり，スマートグラスが外れたり，従来の動作よりも違

和感を感じたり等の問題を起こす可能性がある．また，

発表者の顔を視聴者に見せたい場合にスマートグラスを

装着していると聴衆に発表者の表情が見えづらくなる可

能性がる．このような問題に対し，複数のスクリーンを

発表者側の周囲に配置することによりスマートグラスを

装着せずとも聴衆を視聴可能にする． 

 

3．1．システム構成 
 提案システムを説明するために，展示会での利用を想

定し，提案システムを利用した場合とそうでない場合を

比較しながらシステム構成を述べる．図 1 は提案システ

ム非利用時の概要図である． 

 
図 1：システム概要図 提案システム非利用時 

 

 システムは発表者と中継と聴衆の 3 つの地点に分かれ

ている．初めに，左下の発表者側から Video Camera を利

用し撮影した映像を，中継を通して聴衆側の聴衆が装着

しているスマートグラスに投影する．聴衆側も，Video 

Camera で撮影した映像を，中継を通して，発表者側の発

表者が装着しているスマートグラスに投影する．このシ

ステム構成では，発表者がスマートグラスを装着する必

要があり，聴衆側の通信者が増えるごとに Video Camera

で囲まれた部屋を用意しなければならない．用意した部

屋から聴衆が移動しても通信することは困難である． 

 それに対し提案システムを図 2 に示す．提案システム

では，発表者はスマートグラスを装着しなくても聴衆の

映像を視聴できるように発表者の周囲にスクリーンを配

置する．聴衆では，全天球カメラを中心に発表者の映像

を視聴する．これにより，発表者の周囲のスクリーンに

全天球カメラを囲んでいる聴衆の映像が表示されるよう

Internet

中継

聴衆発表者

3. 発表者を全方向からカメラで撮影
4. スマートグラスで相手を視聴
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になり，発表者の顔をそのまま聴衆側に送りたい場合や，

動作を伴う場合でも違和感なく全方位の映像通信ができ

るようになる．発表者の前のスクリーンには聴衆側の全 

 

 
図 2：システム概要図 提案システム利用時 

 

天球カメラの前の映像が表示される．聴衆が全天球カメ

ラの左にいる場合は，発表者の左にスクリーンに聴衆が

表示される．また，聴衆は聴衆のスマートグラスが全天

球カメラを捉え認識した位置に発表者の映像を全天球カ

メラの位置に投影するので，聴衆が全天球カメラの前に

居たら発表者の前のカメラの映像を視聴することができ，

全天球カメラの右側に居たら発表者の右側のカメラの映

像を視聴することができる．これにより，例えば聴衆が

車の中に居ても，新幹線に居ても全天球カメラとスマー

トグラスを用意し，インターネットに接続できる環境さ

えあれば，発表者の展示を容易に視聴できるようになる． 

 

3．2．システムアーキテクチャ 
 図 3は提案システムのアーキテクチャを示している． 

 

 
図 3：システムアーキテクチャ 

 

 本システムは，発表者側の Presenter Site，中継側の

Relay Site，聴衆側の Audience Site の 3 つの地点から

構成される．Presenter Site では Camera と Screen を複

数接続可能な Presenter System を，必要に応じて複数台

連携させる．Relay Site では発表者と聴衆を管理する

Presenter Manager，Audience Manager，画像を処理する

Image Processer と DB で構成される．Audience Site で

は，Projection Processer で聴衆各々の位置により発表

者 の 映 像 を 切 り 替 え る Smart Device と 一 台 の

Omnidirectional Camera を接続する Omni Deviceで構成

される．さらに各システムとデバイスは共通機能として

ビデオストリームを処理する Stream Processer とメッセ

ージの処理を行うMessage Handlerで各地点と通信する． 

 

4．全方位視聴機能 
 全方位視聴機能では，発表者の複数の映像を容易に切

り替え視聴し，Omnidirectional Camera の位置に発表者

や対象物を投影するために，Smart Device 内で Audience 

Site の領域分割，Smart Device の現在領域計算，Smart 

Device の領域移動に伴う映像切り替え，Viewer の設置，

Viewerの操作の 5つの処理を行う． 

 

(1) Audience Site の領域分割 
 Presenter Siteの各カメラの映像を視聴する Audience 

Siteでは Omnidirectional Camera を中心に領域を分割す

る必要がある．Presenter Site の Video Camera 数(カメ

ラ数)に応じた Audience Site の分割領域を作成する． 

Smart Device では，Omnidirectional Camera の位置を中

心点とした-π～πの範囲をカメラ数で分割した領域

(Div)を求める．カメラ数が 4台の場合における Audience 

Siteの分割領域 Div1～Div4を図 4に示す． 

 
図 4：Audience Site の領域分割 

 

(2) Smart Device の現在領域の計算  

 上記(1)で求めた Div から聴衆の各々がそれぞれどの

Divn に存在しているかを求める必要ある．そのために，

Projection Processer で，聴衆側の xy平面と xz平面の-

π～πの範囲のラジアン(Ur)と Smart Device のデカルト

座標(x，y，z)を基に，Smart Device の Divn を求める．

発表側のカメラ数が 4 台の場合の聴衆のある一人が(0，0，

-10)にいる場合においての現在領域の計算を図 5 に示す． 

 
図 5：Smart Deviceの現在領域の計算 

 

(3) Smart Device の領域移動に伴う映像切り替え 
 上記(2)で求めた Divn を利用し，Divn に応じた発表者

の映像を Relay Server から Smart Device に送信する．

一方，聴衆が Div の境界線上に存在する場合は，聴衆

各々の僅かな動作で映像が頻繁に切り替わる可能性があ

るため，それを抑制するための幅(w)を設けることにした． 
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ラ数で割りラジアン(α)を求める．α1～カメラ数の方向

に w を作成する．w を Smart Device が超えたら Relay 

Server に Divnを送信する．その後に，現在領域に対応し

た映像を Viewer に表示する．発表者側のカメラ数が 4 台

の場合における一台の Smart Device が Div1から Div2に

領域移動をする様子を図 6に示す． 

 
 

図 6：Smart Deviceの領域移動に伴う映像切り替え 

 

(4) Smart Device 内に Viewerの設置 
 Stream Processer で受信した発表者の映像を Smart 

Device の画面上に投影する領域を作成するために，

Viewer の設置を行う．プレゼンテーションを視聴するた

めに，聴衆各々は初めに Omnidirectional Camera を

Smart Device で認識させる．認識した Omnidirectional 

Cameraの位置を中心点とし仮想的な Viewerを設置する．

そのイメージを図 7に示す． 

 

 
 

図 7：Smart Device内に Viewerの設置 

 

(5) Viewerの動作 
 Smart Deviceの画面上に設置した Viewerを聴衆がどの

位置にいながらでも視聴できるようにするために Viewer

を常に聴衆の各々に向けるようにする．Smart Device の

位置と中心点から x 軸とのラジアン(Xr)を求める．Xr が

0 になるように Viewer の y 座標を回転させる．発表者側

のカメラ数が 4 台の場合における，Viewer の動作を図 8

に示す． 

 
図 8：Viewerの動作 

 

5．プロトタイプシステム  
 4章で述べた全方位視聴機能を評価するためにプロトタ

イプシステムを実装した．この章ではプロトタイプシス

テムについて述べる． 

 全方位遠隔プレゼンテーションシステムのプロトタイ

プシステムを図 9に示す．  

 

 
 

図 9：プロトタイプシステム 

 

 図 9 で示す通り，全方位視聴機能を実装する Smart 

Deviceには Android OS 8.1の Huaweiの P20[5]を端末と

して利用した．Projection Processer には，P20 上に統

合開発環境を内蔵したゲームエンジンである Unity[6]，

および拡張現実を利用したアプリケーションを容易に作

成できるライブラリである Google の AR Core[7]を用た．

Smart Device 内で Audience Site の領域分割，Smart 

Deviceの現在領域計算，Smart Device の領域移動に伴う

映像切り替えをするために Unity の座標系を用いて C#で

プログラミングを行なった．また，現実空間上の

Omnidirectional Camera の位置に，Viewerを設置とする

ためにAR Coreで特徴点に基づく平面の検出を行なった．

発表者の映像には 1920x1080pixels の発表者と発表する

対象物を映した 4つの映像を利用した． 

 発表者側のカメラの数が 4 台の場合における，全方位

視聴機能の利用イメージを図 10に示す．Presenter Site

のカメラは発表者を中心に，正面，左，後ろ，右に設置

されている．図 10 の左上の画像は，Omnidirectional 

Camera の正面(Div1)に聴衆のある一人が位置している場

合である．この場合は Presenter Site の正面カメラの映

像を見ることができる．対して，図 10 の右下の画像では，

Omnidirectional Camera の左側(Div2)に聴衆のある一人

が移動した場合であり，Presenter Site の左側のカメラ

の映像を見ることができる． 

 

 
 

図 10：全方位視聴機能の利用イメージ 
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6．評価実験 
 全方位視聴機能の有効性を検証するために 2 つの評価

実験を行う．一つ目が全天球カメラを中心点として，中

心点からの半径に基づく領域移動に伴う映像切り替えの

幅の調査，2つ目に機能の比較実験を行い，全方位のプレ

ゼンテーションで提案システムが有効的かどうかを調査

する．機能の比較実験では，全方位視聴機能を機能①と

し，既存のテレビ会議システム等のユーザインタフェー

スを真似た機能を機能②とする．機能①のイメージを図

11に示す．機能②を図 12に示す．機能②では，Skype[8]

やハングアウト[9]等のテレビ会議システムのユーザイン

タフェースを参考に，Presenter Site の複数の映像を

Smart Device の画面右下の領域に表示している．表示し

た複数の映像はクリックまたはタップすることで視聴し

たい映像を切り替えることができる． 

 

 
 

図 11：機能① 全方位視聴機能 

 

 
図 12：機能② 既存のテレビ会議システムの類似ユーザ

インタフェース 

 

 聴衆の Smart Device に表示する映像は，発表者の前，

左，後ろ，右のカメラ 4 台のあらかじめ撮影した映像を

用いた．実験は 20 代 の男性 14 名を被験者とし，アン

ケートによる評価を行なった． 

 評価実験では，車の展示会を想定し，新車の紹介を行

うというシナリオを適用した．聴衆は，紹介の映像を機

能①か②で視聴する． 

 

6．1．映像切り替えの幅の調査 
 聴衆が Div の境界線上に存在する場合，聴衆各々の僅

かな動作で映像が頻繁に切り替わる可能性があるため，

それを抑制するための幅(w)の調査を行う．映像切り替え

時に不快感がなく映像が切り替わるかどうかと映像切り

替えのタイミングが許容できる範囲かどうかを調査する．

中心点からのSmart Deviceの位置を半径(r)とし，50cm，

100cm，150cm，200cm，250cm の半径に対して，領域線上

の幅(w)としたときの，0cm，10cm，20cm，30cm，40cm，

50cm の計 25 の条件で実験を行った．評価は 5 段階評価

で，5 を切り替わりやすいで，4 をやや切り替わりやすい，

3 をどちらでもない，2 をやや切り替わり難い，1 を切り

替わり難いとする． 

 領域移動に伴う映像切り替えの幅の平均評価結果(w を

横軸)を図 13 に示す．領域移動に伴う映像切り替えの幅

の平均評価結果(rを横軸)を図 14に示す． 

 

 
図 13：領域移動に伴う映像切り替えの幅の平均評価結果

（幅を横軸） 

 

 
図 14：領域移動に伴う映像切り替えの幅の平均評価結果

（半径を横軸） 

 

 評価実験より，半径 50〜250cm のときは，幅が 10cm の

時 に最もスムーズに映像が切り替わり易いと感じるとい

う結果になった.領域線上に聴衆各々がいる時に，聴衆

各々の少しの挙動で発生した映像切り替えを防止するに

は 10cmの幅があると良いことを確認することができた. 

 また，半径が大きくなり幅も大きくなるに連れて，各

幅の傾きが正 の 値になることを確認することができた．

しかし，傾きが正の値になる幅 50cm においては評価の値

が 2.5 を下回り，スムーズな映像の切り替えには悪影響

な状態が続いる．だが，半径が 250cm に近づくにつれて

評価が高くなることが示された. 

 他にも，幅を 20cm より増大させると映像がスムーズに

切り替わり難いと感じやすくなることを確認した．聴衆

各々の移動する距離が増大し，映像を切り替えたい時に

切り替えられなくなるため，映像のスムーズな切り替え

に悪影響をもたらすと考えられる. 

 

6．2． 機能①と機能②の比較調査実験 
 全方位視聴機能の有効性を評価するために，領域移動

に伴う映像切り替えの調査の評価項目を 5つ設定した． 

1． 会場にいる感： 

 聴衆が実際に展示会場にいると感じるかどうか確

かめる ． 

2． 全方向から発表者をみやすい： 

 聴衆があらゆる方向から発表者を見やすいどうか

を確かめる． 
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3． 発表者の位置を把握： 

 聴衆が発表者の位置を把握しやすいかどうかを確

かめる． 

4． 発表者の話が分かる： 

 聴衆が説明員(発表者)の話が分かりやすく伝わる

かどうか確かめる． 

5． 聴衆側に発表者がいる感： 

 聴衆が実際に発表された対象物が視聴者側(聴取

側)にあるように見えるかどうか確かめる． 

 

 それぞれ 5段階で評価実験を行なった．5をあてはまる，

4 をややあてはまる，3 をどちらでもない，2 をややあて

はまる，1をあてはまらないとした．機能①全方位視聴機

能と機能②既存のテレビ会議システムの類似ユーザイン

タフェースの平均評価結果を図 15 に示す．評価実験より，

機能①は，全体的に評価が高い結果になることが確認で

きた．機能①では聴衆が実際に Omnidirectional Camera

の中心として回り，発表者の映像を切り替え見ることが

できるためそれぞれの評価項目が高くなったと考えるこ

とができる． 

 

 
■機能① ■機能② 

図 15：機能①と機能②の平均評価結果 

 

 また，Omnidirectional Camera の位置に発表者と発表

する対象物の映像を表示したため，「会場にいる感」と

「聴衆側に発表者がいる感」が高くなったと考えること

ができる．このことから発表者とのコミュニケーション

の向上に期待でき，発表者と発表する対象物の位置を把

握することができ，発表者をあらゆる方向から見易いと

考えることができる．他に，機能①の「発表者の話が分

かる」が 4.43 と高い値になった．発表者が車の前を説明

しているときは実際に聴衆も Omnidirectional Camera の

前に移動をすることにで，より発表者の話の内容を聴衆

が理解できたと考えることができる． 

 しかし，機能①の方は機能②よりも発表者の位置を把

握し難いという結果になった．機能②では，発表者の 4

方向の映像が Smart Device の画面右下の常に見ることが

できるため，機能①よりも評価が高いと考えられる．ま

た，機能②では，「会場にいる感」と「聴衆側に発表者

がいる感」が低い値になった．聴衆が移動することなく

発表者の映像を切り替えることができるため，「会場に

いる感」と「聴衆側に発表者がいる感」が低い値になっ

たと考えることができる． 

 今回の実験では，発表者側のカメラ数を 4 台にしてい

たため，機能②では Smart Device 内に 4つの映像を表示

することができた．しかし，カメラ数が 4 台よりも増や

していくに連れて，Smart Device 内に増やした分の発表

者側の映像を表示することは困難になり，視聴したい映

像を聴衆各々が探す手間が増える．カメラ数が 4 台だと

視聴したい映像を探す手間がかからないため，結果とし

て，機能②では，「全方向から発表者をみやすい」，

「発表者の位置を把握」，「発表者の話が分かる」とい

った評価項目の数値が機能①よりも高まったと可能性が

ある．このことから，カメラ数を 4 台よりも増やした時

には，機能①を利用することにより，聴衆各々は

Omnidirectional Camera の周りを移動するだけで，視聴

したい映像を直感的に切り替えることができると考えら

れる．そのため，カメラ数を 4 台よりも増やした時の機

能①では，「全方向から発表者をみやすい」，「発表者

の位置を把握」，「発表者の話が分かる」の評価が高く

なると予想できる． 

 

7. まとめと今後の課題 
 本研究では，遠隔プレゼンテーションの実現に向けた

全方位視聴機能の提案を行った．全方位から発表者の映

像を視聴可能，かつ，発表者側の複数の映像を容易に切

り替えることができる機能を設計・実装し，プロトタイ

プシステムにて全方位視聴機能の検証を行った．全方位

視聴機能を利用することにより，発表者側のカメラ数が 4

台の場合における，発表者とのコミュニケーションの向

上が期待でき，発表者と発表する対象物の位置を把握す

ることができ，発表者をあらゆる方向から見易くなると

いうことが評価実験を通して確認できた．さらに，領域

線上に 10cm の幅を設けるときに最もスムーズな映像の切

り替え可能となることを確認した． 

 今後の課題として，まず，全方位視聴機能で発表者側

のカメラ数を変更して評価実験を行う．また，全方位プ

レゼンテーション機能と中継機能の設計・実装を行う．

その後に，それらの機能と全方位視聴機能の統合を行う．

ライブ映像を用いての全方位遠隔プレゼンテーションシ

ステムの提案の評価と有効性の検証も行う予定である． 
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